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40数 年前 に指 揮学 で師事 した我 国楽壇 の大御 所,故 山田耕枠先生 が昭和25年 に近 江兄

弟社 発行 の月刊 ミ湖 畔の声 。7月 号誌上 に次 の よ うな感 想を寄稿 され た ことがあ った。

ミ信仰 な き者 に真 の芸 術家は存在 しないの です
。 芸術 とは高 き もの,聖 き もの,尊 き も

のを讃え る祈 りの声 です。 音楽 は,こ とにそ うです。 ミ

ベ ー トー ヴ ェンの信仰

ヨ ハ ン.S.バ ッハ や ヨセ ブ.ハ イ ド ン の よ う に1自 接 教 会 の 中 で 奉 仕 を し た 経 験 の な い

ル ー ドヴ ィ ッ ヒで あ る が,明 ら か な 記 録 に よ る と ル ー ドヴ ィ ッ ヒ ・フ ァ ン ・ベ ー トー ヴ ェ

ン は1770年12月17日 に ボ ン の レ ミ ギ ウ ス 教 会 で 幼 児 洗 礼 を 受 け た と あ る。 彼 の ～ マ リア ・
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楽 聖 ル ー ドヴ ィ ッ ヒ ・フア ン ・ベ ー トー ヴ ェ ン

マグダ レーナ は親 戚 に聖職 を もつ名望 の家 系か ら出た婦人 で あ って,幼 少 のル ー ドヴ ィ ッ

ヒに カ トリックの信仰 を植 え付 けた ことは見 落 とす こ との 出来 ない事実 で あ る。 彼 が17才

にな るまで,恵 まれ ない家庭 生活 の中で重 す ぎる負担 に健康 を損 い,つ い に,肺 病 で倒れ

て しま った,こ の信仰 の母 だ けが彼 の心 の支 えであ った。

セー ヤーの ベー トーヴ ェ ン伝(2巻1049頁)に よる と ミ主治 医が見込 が ない と言 った時

にベー トー ヴェ ンが ミ神 との平和ミ を とり戻 す よ う,弟 の ヨハ ンが勧 めた のに対 し彼 は最

大 の準備 を もって,そ の言 に従 った。 つ いで カ トリック教会 の聖職 に よる聖 体拝領 を会話

帳 に書 いた時,ル ー ドヴ ィッ ヒはそれ を読 み,全 くこの 肚の ものな らぬ輝 やい た顔 にな り

静か に,し か も荘厳 に手 を 出 して司祭 の先生 を呼ん で下 さい と云 った。

3月24日 ル ー ドヴ ィッ ヒは ローマ教会 の式で最 後 の聖 餐式(聖 体拝領)を 受 け牧 師(司

祭)に 心 か ら感謝 を捧 げた。

3.月26日,戸 外 には雪 がふ っていた。 午 後5時 す ぎ まで無 意識 であ ったル ー ドヴィ ッヒ

は突然,彼 の病室 が大 きない なず まで明 る くな った,そ してつづ いて大 きな雷鳴 が とどろ

い た時,目 を大 き く見開 き,右 手 を あげ,こ ぶ しをかた めて,し ば ら く上 の方 を見て いた

が,や がて,手 をおろ し,目 を とじた。 もはや,呼 吸 もな く脈 は くも打た なか った。 ルー

ドヴ ィ ッヒ ・ベ ー トー ヴェ ンは この世 を去 った。1827年3月26日 午後6時 で あ った。

ミサ は ベー トーヴ エンに と って信仰 の客観 化では な く,神 との 個人 的な 交 りを 意味 し

た。 彼 は1807年 にエ ステルハ ジー公 のため最 初 のハ長調 ミサ を書 き上 げたが,ミ サ ・ソ レ

ムニスで は歌 詞 が全 く彼 の身 につ くまで,読 み こな し又,原 語 の理 解 しがた い処 は ドイツ

訳 を求 め,満 足す るまで研究 す る熱 心 さであ った。

聖 日の礼拝 を欠 か した ことのない敬虚 な新 教徒 ヨハ ン ・S・ バ ッハ が生涯 の傑 作 晶 とし

て 作曲 した ロ短調 ミサ とは異 な り,教 会 出席 には甚 だ不成 績 であ った が,深 い信仰 を心 の

底 に もつ ていた ベー トー ヴェ ンが16世 紀 以 後 に作 曲 され た凡て の ミサ の中で の最 大 の作品

を残 した事 は,少 年時代 か ら母 によ って 与え られた 神へ の 信仰 の 現 われで あ ると言 え よ

う。 ミフ ィデ リオ聖の ピア ノ ・ス コアー の力作が完成 した時,ベ ー トー ヴェ ンは 磯神 の助

けに よ り完 ∫した。 篶 と イグナ ッツ ・モ シ ュ レースが 書いた のに対 し,ミ 人 よ,汝 自身を

助 け よ。 ミ と書 き加え た事 は有名 で あ るが,こ れ はベー トー ヴェ ンの第2期 か ら第3期 に

移 り変 わ りの時期 で彼 の霊 的争 斗 を示 す もので ある。 けれ ども,ミ サ ・ソ レムニ スの中で

顕著 に現 われて いる彼 の内面性 築顔 と顔 と相対 して神 を熟視 す るミ こ とを忘れ るこ とが 出

来 ない。

この ミサ ・ソ レムニ スは,そ の霊 の偉 大 さと信仰 の卓絶 さとにお いて最高 の もので入 間

のあ らゆる徳性 と誤 謬 とを超越 した祈祷 文 として永 久 に存在 す るで あろ う。 この作品 のた

め ベー トー ヴェ ンは莫大 な労苦 を払 ったが彼 は彼 自身 に忠 実 に生 き,ミ 神 は凡 て の上 にい

ますミ の言葉 に生 き抜 いた。

ベ ー トーヴ ェンの蔵 書

彼 が 死 ん だ 時,所 有 し て い た 畠物 は

シ ェ ク ス ピ ア の 作 品(翻 訳)4冊

ホ ー マ の オ デ ィ ッ セ ー(J.H.Voss翻)

ス タ ー ム のObservations

ゲ ー テ のWest6stlichehDivan
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楽 聖 ル ー ドヴ ィ ッ ヒ ・フ ア ン ・ベ ー トー ヴ ェ ン

以上 いずれ も赤鉛 筆で多 くの個所 に註 がついて い る。

この他 に シン ドラー による と

ホーマー の イ リア ッ ド

ゲー テの ウィルヘル ム ・マ イス ター とフ ァウス ト

シラー の 劇 と詩

マ ティ ソンとスー メの 詩集

これ らの外 にベー トーヴ ェン愛読 の書 の多 くが紛 失 して しま った。

尚,彼 の会話 帳か らも明 らかな よ うにベー トーヴ ェンの蔵 占:の中 にはプ ラ トー,ア リス

トテ レス,プ リニー,ク セ ノホ ン,ユ リピデ ス,ク イ ンテ ィ リア ン,オ ー ヴ ィッ ド,ミ ル

トン,ト ム ソン等 の書物 があ った筈 であ る。1827年9.月7日 付の競売 表 には少 な くと も44

冊あ った。現在 ベル リンの ローヤル ・ライ ブラ リには134冊 のベー トー ヴエ ンの蔵 書が保

存 されて い る。

正規 の基礎 的な学校教 育を十分受 け るこ とは出来な か ったが,あ らゆ る必要 な教 養を身

につ けるための彼 の努 力は抜群 であ り,又 彼の語学力 もまた非 凡で あ った。

1789年 の5月14日 に大 学 に昇格 したばか りのボ ン大学 で哲学 や文学 を受講 した とキ ンス

キ ーの著に書かれ てい る。

聾1)eafness

身体障害者 の 中で 一 番気 の毒なのは美 しい音の 世界 か ら遮 断 され,時 間的な芸術 か ら全

く見放 された 聾者 であ る。 我 が国に も強度の難聴者 を加算す る と,こ うした運 命になやむ

者は20万 人 に近 い。 筆者 の扱 った事例 に よれ ば,こ の聾者(一 一般 には聾唖者 と呼ばれ る)

を持つ 家族 や親 族の悲 劇は昔 も今 も数 え きれ ない程 であ る。 あ る時 は,天 刑病 と思 われ,

そ のための親 ∫心 中は その後をたた なか った 明治,大 正 時代の よ うな ことは 今日ない とし

て も,全 国 にある百 に余 る聾学校(聾 唖学 校で はな く)で,1学 級10人 以 ドの行 き届い た

教育 を受 ける ことが 出来 て も,耳 の聞 こえ ない ことには変 りはな い。 第2次 世界 大戦 後 ス

トレプ トマイシ ンの災 いで一夜 の中に失聴 した青 年達 に 出会 った 時,彼 らを慰 め る言葉 を

持 たなか った。 突如失 明 した者,或 いは,そ れ 以上 の失 望 と悲 しみを聾者は 生涯担わ なけ

れば な らない。

この残酷 が,普 通 人よ り,は るかに鋭敏 で完 全で あ ることを当然 期待 され る,べ 一 トー

ヴェ ンを 見舞 った。 しか し,こ の悲惨 な運 命 も,彼 の祖 母と父 と2代 続 いた過度 の飲 酒の

結果で あ ること も見逃 がす ことは 出来 ない。

1802年 のハ イ リゲ ンシニ タッ トの遺書 の中で,主 治医 のシュ ミッ ト教授 に,ベ ー トー ヴ

ェンの死 後す ぐに,こ の不幸 な病気 の ことを公表 して くれ るように と依頼 した。 そ うすれ

ば,世 の入は少 くとも彼 の死 後,和 解(彼0)気 むつ しさ)し て くれ る と考 え られ たか らで

ある。 この願 いは,シ ュ ミッ ト教授 が早 く他界 した ので,べ 一 トーヴ ェ ンの死(1827年3

月27EDの 翌 日ウィー ンの病理 学者 ヴ ァグナ ー博士 によ り発表 され た。

この不 治の病が,外 界 の音 が全 く聞 こえな くな ったベー トー ヴ ェンの音楽 の 創造 力に何

の支障 を も与えなか った ことは全 くの奇蹟 であ った と言え る。

1798年 と99年,ベ ー トー ヴェ ンと共 に暮 した友 人ア メンダに1801年6月 に このよ うなr

紙を書 いた。

ミ余 の最 も高 貴な 部分=聴 力=が 非 常に悪 くな って きた。 君と一一緒 にいた時 で もこの
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事 を感 じていた。 しか し,だ れに も言わなか った。 それ以来,日 増 に悪 化 して い るミ

彼 の聾 を隠 すため1799年 以来 ベー トー ヴェ ンは一 切の社交を避 けた。 音 楽会 に出席 して

もオー ケス トラか ら少 し離れ る と楽 器の高音を 聞 くことが 出来 なか った。

1802年10月61・1に 記 された ハイ リゲ ンシ ュタ ッ ト遣書 のlilで ベー トーヴエ ンは初 めて彼

の病気 につ いて詳 し く書 いて い る。1796年 頃か ら腸 の疾患 が始 ま り1798年 に聾 の徴 候が現

われて いる。 リースの 不注意 に よ り,フ ルー トの音 が聞 えなか った ので,ベ ー トーヴ エン

に大打撃 を与えた のは1802年 の夏の ことであ った。 この最悪 の失望 の時に も,神 の恵 み に

よ り,彼 の創造 力は帝王 の ように堂 々た る ものであ った。 ミエロイカ。 の精が 『前 進」 と

内か ら叫 び 出したのは この時 であ った。 あたか も,主 イエスの御言 に したが った ペテ ロが

波 の上 を歩 いた ように,ベ ー トーヴェ ンは絶望 の中か ら力強 く歩 き出 した。

もはや,彼 は鼓膜 を通 じ感得 され る物質 的振 動には無感覚 であ ったが,内 的 な振 動,即

ち,神 が与え給 う霊魂 の振 動にベー トー ヴェンは更 に鋭敏 にな り,脈 うつ生命 の躍 動を感

じた。彼 の作品 に豊 かな実 りを与え た創作の第2期 は,自 殺 を計 るまで に彼 を追 いつめた

失 望の どん底 か ら彼が希望 を もつて立 ち上 った時に始 まる。

それ に して も,自 殺 寸'前のベー トーヴ ェンに このカを与 え る根底 とな った ミコ リン ト人

へ の手紙 ミ第一・の13恥 を忘れ ることは 出来 な い。

"愛 はいつ まで も絶え るこ とがない
。 しか し,予 言 はすたれ,異 言はや み,知 識 はすたれ

るで あ ろ う。 なぜ な ら,わ た した ちの知 ると ころは一一部分 であ り,予 言 す る ところ も一・部

分 にす ぎない。 全 きものが来 る時 には,部 分的 な ものはす たれ る。 わた した ちが幼 な子で

あ った時には,幼 なfら し く語 り,幼 なrら し く感 じ,ま た,幼 なrら し く考 えていた。

しか し,お とな とな った 今は,幼 な 子 らしい こ とを捨てて しま った。 わた した ちは,今 は

鏡 に映 して見 る ようにおぼろげ に見て い る。 しか しその時 には,顔 と顔 とを合 わせ て,見

るで あ ろ う。 わた しの知 る ところはrrは 一部分 にす ぎな い。 しか しその時 には,わ た し

が完 全 に知 られ てい るよ うに,完 全 に知 るで あろ う。 このよ うに,い つ まで も存続 す るも

のは,信 仰 と希 望 と愛 と,こ の三つ であ る。この うちで最 も大いな る ものは,愛 であ る。"

=新 約 聖書 コ リン ト人へ の第一 の手 紙13章8節 ～13節=

(日本 聖書協会訳)

語 録 か ら

何 々語 録が」is1=1も今 も,そ の著者が偉 大であれ ばあ る程,ひ ろ く,永 く重宝 され る・ ル ド

ヴ イ ッヒ ・べ一 トー ヴェ ンは,失 聴 の故 に 多 くの 会 話帳 を の こしたが,こ れ らとは別 に

FRIEDRICHKERSTの 労作THEMANANDTHEARTIST,ASREVEALEDIN

HISOWNWORDSの1.iか ら本題 に関係を もつ もの のい くつか を拾 ってみ た。

非常 に興味 あ ることは カ トリックとして育 て られ,聖 日礼拝 には余 り出席 してい ない彼

が プ ロテス タ ン トのパ ウ ロ書 簡 中に記 録 され てい る言葉 を数 多 く用いてい る こ とで あ る。

彼 の愛 読書 の一つで あ ったObservationConcerni血gtheWorksofGodinNatureよ りの

感化 もさる ことなが ら,新 約聖書 に多大 の関心を もち,愛 読 していた ことも疑 う余地 はな

いo
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楽聖ルー ドヴィッヒ・フアン・ベートーヴェン

1812年9月 末,カ レンベル グ にて

全能者 よ

森 の中で

余は祝福 されてい る

すべて は幸 福で ある

森 の中で

す べて の木 は語 る

御 身を通 じて。

お,神 よ!

何たる栄光ぞ

森林 の中で

高 きところには

平和あ り

神 に仕える

平和。

1818年 のU記 か ら

臼然 は心 のための栄光 あ る学校 であ る。 申 し分な し。 余 は この学校 の生徒 とな り,

その教訓 を熱心 に学 ぼ う。 ここで余 は知恵 を学 ぼ う。 ここで余 は神 を知 り,又 神 の知

識 によ り天国 の前味を発見 しよ う。

1818年 の 日記 より

真の教 会音楽を 直彗:くため,占 い修 道院 の コラール ,詩 の 正しい 翻訳,そ して カ トリ

ック詩 篇歌 の作詩法 に口を通 す。

1822年12月20日

も し収入 の心配が なけれ ば,教 会 音楽 に専 念 したい ものだ。

1818年 夏 バーデ ンにて

レクエムは静 かな 曲で あ るはず だ。

メ トロ ノー ムは不要だ!1:r_i感 覚 を もってい る者 には無 用の長物 だ!又
,音 感覚

を もた ない者 は メ トロノー ムか ら何の益 も得 られ ない。

ベ ッテ ィア ・フ ォン ・アルニ ム へ

余 は一人 の友 もない,余 は孤 独だ。 しか し,神 は ,余 の同業 の者 た ちよ りも,は る

か に余 に近 くいますを 知る。 余 はおそれな しに神 と交 わ り,つ ね に神を認めて い る。

シ ン ドラ ー ヘ

シ ェ ク ス ピ ア ー 作 の ミテ ン ペ ス ト聖 を 読 み な さ い
。
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楽聖ルードヴィッヒ・フアン・ベートーヴェン

ル ドル フ公の教訓帳 よ り

凡 ての ものは時の審判 を受 ける。 ただ善 で真 実な もののみ岩 の ように永存 す る。 凡

て の人 はilこしい1拝を行 い,ゴ ール に向い全力 をつ くして斗 争せ よ。 そ して恵 み深 い創

造者 な る神が 与え給 う贈 物を,最 後の息、をつ かい果 して も入 手せ よ,人 生 は短 く 芸

術 は長い。

1824年 フロイデ ンブル グへ

純IEの 教会 音楽 は声楽 でな けれ ばな らな い。 ミグ ロ リアミは別 であ る。 この理 由で

余 はパ レス トリーナ を好 む。 しか し,信 仰 な しに彼 を真似 るこ とは愚であ る。

1820年1.月7日 甥 カール の後見人 と して

小供 を育 て又教育 す るこ とほ ど神聖 な義務 はない。

1822年7月26日 ビター へ

余 に とって神 の次 に最高 と考 え るのは ミ名誉ミで あ る。

1824年9月9E1ジ ョー ジ ・ネー ジェ リー へ

ただ神聖 な芸 術のみが天上 の音 楽へ 余 の人生 の最.Lの 部分を捧 げる力を与え て くれ

る。

1808年 頃 マ リー ・ビゴッ ト へ

余は幼少 の時 より美 であ り又 誇であ る凡て の ものを愛す る よ うに教 え られた。

1787年9月15日 シェー ド博上ヘ

ミ1呉 と
r-,うあ の美 しい 言葉 を発音 し又 それ を聞 くことが出来た 時,余 は世の中の

fll∫人 よ りも一 番幸福 であ った。 しか し,今 は 母と呼 ぶ人 はい ない。

ラル フ大公 の教訓 帳 より

な にか有益 な ことを学 ばない 日は失 われた 日とな る。 時 は人間 にと って非 常 に高 尚

な又 高い価 値 のある ものだ。 今 日,出 来 る事 を決 して明 日にのば しては な らない。

18i2年9月 ア マ リ ・セ バ ル ド へ

余が音楽の中に表現 し得 ると同じ様 に余の病気を適確に表現 し得るな らばどんなに

か世入の誤解を免れ得た ものを!

1812年 の 日記よ り

霊 をはなれた官能 的快楽 は野 卑 であ り,常 に野獣 的 にな る。 一 度 この快楽 を経験 す

る者 には悔 のみが残 る。

1812年8月15日 ベ ッティナ へ

酵な る霊 を もつ以外 に善 はな い。 この こ とは凡 の物 ごとの中に1JUわれ,又 か くす必

要のない もので ある。
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ス ト ラ イ ヘ ル へ

今 日 は 日 曜 日 だ 。 福 音 書 か ら読 ん で あ げ よ う か?ミ 汝 ら,た が い に 相 愛 せ よ ミ

1812年 の 日記 より

憎 みは,そ れ を養 う人 々 にか え る。

1810年8月11日 ベ ッテ ィナ へ

希 望は余 に力を与え る。 希望 は世界 の半分 を力づ け,そ して,い つ も余 のそば にい

た。 もし,希 望が な けれ ば余 は どのよ うにな ってい たで あろ う!

1818年 日記

神 よ,平 和 の中 に余 の凡て を聖手 に捧 げまつ る,神 の変 るこ とな き恵 み と御 隣れみ

を信 じつつ。

1815年10月19日 エルデデ イ へ

有限 のわれ われ に無 限 の霊が 与え られ,露 二び と悲 しみのた め生 れて きた。 そ して,

た しか にi__rい得 る事 は,悲 しみ を通 して真の 出:びがi.J・え られ る。

日 序己(イf三ノ」/fく}リ」)

凡 て の 」二に 神 が い ま す 。 彼 は い ま す,神 な し に は 凡 て は 空 で あ る。

1824年 ランペ ル へ

恵み深 きノ∫と呼ばれ 得 るのは只一 人な りCそ れ は 神御 自身で ある。

1824年 ス コ ッ ト へ

天上 にい ます偉 大な る音 の創造 の音楽 に比 べ得 る ものがあ ろ うか?天 上 の,天 上

の,天 一ヒの,い と高 き聖者!

1823年8,月 ル ドル フ大公 へ

他 の者 よ り,さ らに近 く神の 御前 に くるこ と科,高 潔な使命 はな い。 神の御光 を人

類 の中 に伝 え しめたま え。

1816彗 三の 日、氾よ り

神は 型を もちたまわ ない。 我 らは彼 を 見る ことが 出 来な い。 しか し,神 の成 し給 え

る聖 業によ り,1申 は永遠 で,全 能 で,全 知で 全在 す る御 ノ∫で あ ると知 るこ とが 出来 る。

ス ター ンの 記録 か ら

神の御恵 み を賛 えて余 はi{・_C-7白しな けれ ばな らな い。 神は凡 ての方 法で 余を 神 に近づ

け給 うた。 時 と して,神 は,余 が御 旨にか なわ ぬ道 に行 く時,神 の重 き御}を 感 じ さ

せ,又 数 多 くの懲 らしめを も って余 の高慢 な心 をへ り下 らせた もうた。 病気 と 不幸 を

神は余 に 与え,誤 れ る道 よ り,た だ一 人の父 な る神にかえ らしめた もうた。
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神 よ,余 を 導 き,あ ら ゆ る 事 の 中 に 神 に 向 わ し め,つ ね に,

た ま え 。

善 き業の実を結ばしめ

ウ イ ー ンo)PathologicalMuseum

一 ヴ ェ ン の 死 体 解 剖 の 報 告 書

に 保 管 さ れ て い るJoh.Wagner博 士 が 書 い た ベ ー ト

・・・…DerOhrknorpelzeigterichgrossandregelmassiggeformt
,dieKahnformige

Vertiefung,besondersaberdieMuscheldesselbenwarBehrgeraumigandumdie

Halftetieferalsgewohnlich;dieverschiedenenEckenandWindungenwaren.

bedeutenderhaben.DeraussereGehorgangerschien,besonersgegendasverdeckte

Trommelfell,mitglanzendenHautschuppenbelegt.DieEustachischeOhrtrompete

warsehrvedickt,ihleSchleimhautangewulstetandgegendieknochernenTheil

etwasverengert.VarderenAusmundungandgegendieMandelnbemerkteman

narbigeGrubchen.DieansehnlichenZellendesgrossenandmitkeinemEinschnitte

bezeichnetenWarzenfortsatzeswarenvoneinerblutreichenSchleimhautausgekleidet.

EinenahnlichenBlutreichthumzeigteauchdiesammtliche,vonansehnlichenGefass-

zwigendurchzogeneSubstanzdesFelsenbeines,insbesondereinderGegendderSch-

necke,derenhautigesSpiralblattleichtgerotheterschien.DieAntliznervenwarenvon

bedeutenterDicke;dieHarnervendagegenzusammengeschrumpftandmarkios,die

langsderselbenverlaufendenGehorschlagadernwarenfibereineRabenfederspule

ausgedehntandKnorpelicht.DerlinkevieldunnereHornerveentsprangmitdreisehr

diinnengraulichen,derrechtemiteinemstarkerenhellweissenStreifenausderin

diesemUmfangvielconsistenterenundblutreicherenSubstanzderviertenGehirnka・

mmer.DieWindungendessonstvielweicherenandwasserhaltigenGehirnserschienen

nochmalsotiefand(geraumiger)zahlreicheralsgewohnlich.DasSchadelgewolbe

zeigtedurchgehendsgrossDichtheitandeinegegeneinenhalbenZollbetragende

Dicke… … 腎

この ようにベー トヴェ ンの耳 の軟骨 は通常 の型 であるが鼓膜がか くれ る程 に このあた り

の筋 肉の角度 は普通 人の一倍半 も深い。 ユース タキ氏 管 も非常 に厚 く,粘 膜 は少 し骨.部に

引 きよせ られて いる。扁桃腺 の近 くに澱痕状 の穴 があ る等 々詳細 な解 剖学 的説 明が報告書

に記 されて いるが,ベ ー トー ヴェンの脳 につ いては密 度が特 に堅 周で,脳 中の水 は比較的

少量で ある。脳 の しわは普通 人の2倍 も深 く,そ の数 も非常 に多 い と記録 されてい る。

創造 の神 は,音 楽 家 としての将来 を大い に しょく目 され,又 当人 も壮大 な夢 を もって世

界 の音楽 の都 ウイー ンの社交界 で頭 角を現 わそ うとした時 に彼 か ら聴覚 を奪 い取 りた も う

たが,そ れ にも増 して内にある霊魂の耳を開 き,外 部の雑 音を遮断 して,さ らに崇高な る

もの,さ らに聖 なる ものへ と彼を追 いや りた もうた。

ハイ リゲ ンシュ タッ トの遺書

1802年10刀6日 にベー トーヴェ ンが残 した文章 を諸井三郎氏 の名訳 で掲げてみ る。

ミわが弟 カール ……
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おお,お 前達 よ,お 前達 はわた しを 片意地な 強情弓1乏りの ノ＼ぎ らい と思 い,か つ,う わ さし

てい る。 それ は,わ た しに対 し何 とい う問違 いだろ う。 お前た ちはお前た ちにわた しがそ

o)よ うに見 られ る,か くれた1東因を知 らないのだ。 わた しの心 も精 伸も,幼 い時 か ら人に

よかれ と思 うや さしい感情 に,ま た,り っぱな行ない をさえ,や りとげ ようとい うことに

いつ も向 け られ て きたのだ。 しか し6年 来治 る望み もない状 態 におかれ,無 能 な医者のた

y)に 悪 くされ,治 る望み を年々に裏 切られ,し まいには慢性 の もの と認 めなければな らな

くな った ことを 考えて も見て くれ。 熱烈な,ノ ヒき生 きした性 分 に/kま れつ き,社 交の楽 し

み さえ好 んでいたわた しが,早 くも人々か ら遠 ざか って,孤 独な生活 を送 っていかな けれ

ばな らないのだ。 わた しは,し ば しばすべて の ものを超 越 しよ うと望ん だが,あ あ 自分 の

悪い耳 の悲 しい経験を くりかえす たびに,ど れほ ど無惨 に打 ち くだかれ た ことか。 しか も

わた しは人々 に向か って,も っとノくきい声で話 して 下さい,叫 んで 下さい,わ た しはつん

ぼです,と い うことがで きなか ったのだ。 他 人よ りもいつそ う完全で あるべ きわた しの感

覚,か っては,も っとも完全 で同業の もの のご く少数 しか持 っていなか った ような完全 さ

で あ った わた しの感覚がだめ にな った ことを,自 分で発表 す るこ とな ど,ど うしてで きる

だ ろ うか。 おお,わ た しにはそんな ことはで きない。 だか ら,わ た しが お前 たちのなか に

}㌧三:んではい ってい きたい時で も,お 前た ちを さけるよ うに見え る ことが あ って も,許 して

も らいた い。 わた しの 不 執 よ,そ うい う場/¥11に人か ら誤解 され るに違い ないので,2倍 に

な され るのだ。 わた しは人々 と交わ り,や さしい 会話 を し,お 互 に意見 をは き合 って楽 し

む こ とはで きないのだ。 ま った く独 りで,止 む を得 ない必要 があ る時だ け,ひ となかへ出

てい くのだ。 わた しは,追 放 された 人問の ように暮 らさねばな らない。 わた しはひ となか

に近づ くと,お おわた しはわた しの故障を人 に悟 られや しないか とい う恐 ろ しい心配 がわ

た しをおびや かす のだ。 わた しが この半年,田 舎 で暮 したの もそうい うわけな のだ。 人な

つか しい気持 ち にしば しばE`1けてその誘惑 にい ざなわれた こともあ ったが,聴 覚 をで きる

だ けいた わるよ うに とい う賢 明な医者 のす すめが,わ た しの今の 自然な気分 と一致 したの

だ。 しか し,わ た しのそば に誰 かが立 っていて,そ して遠 くか らの笛が聞 こえるのに,わ

た しには何 も聞 こえず,ま た 人々1は牧人 の歌が聞 こえ るのに,わ た しにはそれ もまた聞 こ

えない とは何 とい う恥 しさだろ う。 このよ うな経験 は わた しをほ とん ど絶望 させ た。 わた

しは危 く自分の命 をた とうとした。 しか し,た だ芸術,そ れが わた しを引 きとめた。 あ

あ,わ た しは 自分にuせ られたすべ ての仕 蒋を完成 して しまわない うちは,こ の世 を去 る

ことは,と うて いで きない ように感 じ られ た。 そ うい うわけで,こ の哀 れな命を生 きなが

らえてい るのだ。 本当 に哀れだ。 ち ょつ とした変化が最良 の状態 か ら最悪 の状態へ わた し

を落 しこむ ことがで きるほ ど過敏 な身体だ。 忍耐。 人 々はそ うい う。 わた しはそれ を導 き

予にえ らばね ばな らない。 わた しは,そ れ を持 つてい る。 冷酷 な運 命の 女神が,生 命 の糸

を断 ち切 るまではわた しの決意 はつづ かねばな らない。 わた しは,そ う願 ってい る。 それ

は うま くい くかも しれぬ。 しか し,わ た しの覚悟 はきま った。28才 にな った ばか りで,哲

学者 にな らな けれ ばな らない。 それ は容易 な ことで はない。 芸術 家 にと っては,他 の人々

に とって よ りもい つそ う困難な こ とだ。 神 よ,あ なた はわた しの内心を見透か され る。 そ

して,わ た しの心 の底 に,人 間 に対す る愛 と善行 への願 い0)あ ることを知 って お られ る。

おお 人々 よ,も しも君たちがいつか これ を読むな らば,君 た ちが わた しに間違 って いた こ

とを考え るだ ろ う。 そ して不 幸な人 は,同 じよ うな一人 の不幸な入間 が,選 ばれた人 およ

び芸 術家の列 に入れて もらお うとして,あ らゆ る自然 の障害 にぶ っか り,し か も,最 善 を
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つ くした ことを知 って,自 ら慰 め給 え。 お前た ち カール と……… よ。 わた しが死 に ,そ し

て シュ ミッ ト教授が なお生 きてお られ たな らば,わ た しの名 に よ って,彼 が わた しの病名

を記述 す るよ うにた のんで くれ。 そ して この手紙 を病歴 にそえて くれ。 そ うすれ ば世問 は

少 な くともわた しの死 後,わ た しと和解す るで あろ う。 同時 に,わ た しはお前た ちを,わ

た しの小 さな財 産の相続 人 と して認定す る。 正 し く分 け合い,一 致 し,そ してお互 に助 け

合いな さい。 お前た ちが わた しに逆 ら った ことは,お 前た ちも知 って い るよ うに,わ た し

は とうに許 してい る。 弟 カール よ。 わた しはお前が最近 わた しに示 して くれ た好 意 に対 し

て は,と くに感 謝す る。 わた しの願 いは,お 前た ちがよ りよい,そ して心配 のない生 活を

して くれ るこ とだ。 お前 た ちの こどもには,徳 とい うことをすす め る。 これ だけが人 を幸

福 にす るこ とが で きるのだ。 金 ではない。 わ た しは経験 か らい うのだ。 惨 め さのな かにあ

って,わ た し自身を保 って くれ た ものは これ であ る。 芸 術 と同 じく,わ た しを 自殺か ら救

って くれた の もそ うだ。 さよ うな ら,互 に愛 し合 って くれ。 すべ ての友 に,リ ヒノフスキ

ー公 とシュ ミッ ト教授 に感謝す る。

追 悼 の 辞

1827年3月29日 グ リル パ ル ツ ァ ー の 朗:?i:11」Lした も の

ミ故 人 のr一 の 前 に 我 ら 今 ウ:つて
,全 国 の 又,全 ドイ ツ 人 の 代 表 と して,か く も 高 く称 賛 さ

れ た 人 の 死 を い た む 。

ま ことに,ド イツ詩 の英雄 はなお も我 らとともにある,又 永 く我 らとともに とどまるで

あろ う!し か し,鳴 りひび く歌 の巨匠,音 の芸 術 に表現 を与え た 甘き唇,ヘ ンデル の,

バ ッハの,ハ イ ドンの,又 モ ッアル トの不朽 の名声 の後継者 であ り相続 人で あ るこの 巨匠

はその人生 を閉 じた。 我 ら今,こ の黙 せ る楽器 の傍 に立 つて泣 く。

黙せ る楽 器!か く呼ぶ事 を許 し給 え!彼 は芸 術家で あ り,彼 の凡 ては彼 の芸 術の カ

によ り成 った。 人生 の とげは彼 に深 き傷 を与 え,難 破舟 の岸 によ りすが るごと く,彼 は上

よ り来 る善 と真 実の輝 け る姉妹,な や む者 の慰 め主な る芸術 の腕 にとび込 ん だ。

彼 は神 に固 くす が り,神 が彼 の心 にはい り,彼 に語 り給 い し,そ の門が閉 され た時で さ

え,彼 の聾 の故に神の 与え給 い し未来 が暗黒 にな った時 で さえ,尚 も彼 の心 に神 の御姿 を

い だ き,彼 の息 たえた 時 も彼の胸 になお それ をいだ いていた。

彼 は一人 の芸術 家で あ った。 誰か よ く彼 の荷 を担 い得 る者 があ るか?巨 獣 の大 洋を駆

け る如 く,彼 は彼の芸術 の領 域 を跳 び越えた。 鳩 の ささや きよ り雷 の轟まで,彼 の 自己決

定手段 の微妙 な織 り合せ か ら大rl然 の斗 う力 の無 法な まで の暴力 の中に意識 的に融合 され

る芸 術の荘厳 の極 み まで,こ れ ら凡て を 彼 はその 巨大な 歩 みの 中に 取 り入 れJ使 い果 し

た。 彼 の後継者 の誰 も之 をつ ぐ者 はない。 そ の故 は先人な る彼 が芸 術 その ものが終 着 しな

けれ ばな らない処で世 を去 った か らで ある。

彼 は一 人 の芸術 家で あ ったが,又 一人 の人 問であ った,あ らゆ る点 にお いて又,最 も高

い意味 で。 彼が この 肚か ら断絶 した故 に,人 々は彼 を悪意 あ る者 と呼 び,又,彼 が感情 を

避 けた故に人 々は彼 を無情 な る者 と呼ん だ。 お一,困 難な るを知 って も逃 げ去 らない人!

最 も精巧 な部分が たやす く鈍 らされ又,破 られ た。 過 度の感受性 が感情 か ら後退 した。 彼

の愛す る自然 の全域 の!jfに,そ れに反す る何の武 器 も見 出 し得 なか った故 に彼 は 世を避 け

た。 人 々に凡 て を 与えた後,そ の報い と して何 も受 けなか った故 に彼 は 世を離れ た。 第二

一47一



楽 聖 ル ー ドヴ ィ ッ ヒ ・フ ア ン ・ベ ー トー ヴ ェ ン

の 自己を 見出 し得なか った 故に彼は孤独 であ った。 然 し,彼 は彼 の墓 にまで さえ人閥的な

凡て の者 のため入聞 としての心を保 ち,彼 の親族 の凡てに父の心 を,そ して全 世界へ彼 自

身一つの財産 とな った。

か く彼 は生 き,か く彼は死 に,か く彼は永遠 に生 きるで あろ う。

辞世'Plaudite,amid,Comoediafinitaest.ヤ

ベー トー ヴェ ンが死の床 で聖 ざん式を受 けて心 か らの感1謝を げ1式され た牧師 に捧げた後

病室 にいた シン トラーや プロイニ ングに向か って この辞世 とも考へ られ る ミ諸君,喝 采 し

たまえ,寓 劇1は終わ ったミ と言 った。

ミ喜劇
ミ とい う、.藻をあ る者 は,教 会 にもあま り出席 していなか った不信仰 のベー トーヴ

ェンが死 の床で聖な る儀式を受 けたその1拝が滑 けいであ った と言 う意味で聖 ざん式が終 っ

た時 この ように言 った のだ と説明 し,又 あ る哲 人は苦難 と波乱にみちた生涯の果 て,あ る

茶 人が ミはい,さ よ うな らミ と辞 肚の旬を読んだの と同様 の意味であ った と解 く。 音楽人

の中に もこの真意を解 しかね,べ 一 トーヴェンを無 神論者 とし,彼 は人生 を茶化 して しま

った とす る者 もあ る。 しかし,シ ン トラーによると,最 後の日が近づ くにつれ,ベ ー トー

ヴェンの心は 平和に満 ちていた と記 してい る。

2刀271i策4回 の 蒋1こ1を受 けた後,ベ ー1一 ヴェンは不吉 な 予感 の言葉 を口に した ¶

分 の一生 もこれ で終 りだ,ま だ医者が役 にたつ とすれ ば,そ の医者0)名 はWonderfulと

呼ばれ よ う§ と英語 で言 った。 これはG.F.ヘ ンデルの 「メサ イヤ』 申の ミ再びわれに

健康 を恵みたま う者 の御名,そ れは全能者な りミ の旧約聖書の1句 を心 にうかべたのであ

ろ う。

ISAIAHChaptergverse6,

Foruntousachildisborn,untousasonisgiven:andthegovernmentshallbeupon

hisshoulder:andhisnameshallbecalledWonderful,Counsellor,ThemightyGod,

TheeverlastingFather,ThePrinceofPeace.

‐KingJamesVersion(P651)

セ_ヤ ー の ミLifeofBeethoven,に よ る と,26日 の 夕,激 しい 雷 光 に べ 一 トー ヴ ェ ン は

口 を 開 きS右 予 を 挙 げ て 数 秒 問 か れ の 握 り し め た こ ぶ し を 見 っ め た。 そ し て 彼 は あ た か も

ミ悪 の 力 よ
,退 け,神 は 余 と と も に い ま す ミ と 司 令 官 が た め ら って い る 兵 士 達 に ミ勇 気 を

出せ,前 進 だ,余 を 信 ぜ よ,勝 利 は 確 保 され て い る ミ と言 って い る よ う で あ った 。(第2

巻11050fO

古 典 や シ ェ ク ス ピア ー を 愛 読 した ベ ー トー ヴ ェ ン は,た と え,人"一 を 劇 と考 え た と し て

もComedyとTragedyの 区 別 は 明 瞭 で あ っ た は ず で あ る。 ほ とん ど の 日本 語 訳 と 日 本 人 著

の べ 一 トー ヴ ェ ン伝 に こ のComedyが 証1;二劇 と一書:かか れ て い る。 ギ リ シ ヤ のll:か らComedy

はhapPyendを もつ も の で あ る。3年 前(1966年)イ タ リー の フmレ ン ス に 遊 学 し た

時,ダ ン テ の 生 い 立 ち の 地 で 彼 の 作 品 に ふ れ た 折 ミ神 曲 ミ が 原 名 ミDivinaComedia,で あ

る事 を 思 い 出 し,ド ウ オ ム の 前 に あ る ダ ン テ が 洗 礼 を 受 け た 御 堂 の 扉 に 立 つ た 感 激 は 忘 れ

る 事 の 出 来 な い 一 つ で あ る。

次 に ミfinitaes悠 で あ る。 ベ ー1・ 一 ヴ ェ ン は 疑 も な くBIBLE(耳 日巨:三王三目)にふ れ,そ の 中 か
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ら,い くつ かの聖 旬を心 の中に止 めていた と考え られ る。 そ して,こ れ らの聖 な る言葉が

青年時代 を通 じて彼が 出会 った幾多 の悩 を切 りぬけ る心 の支柱 とな った。 新 約聖書 の中 の

十字架上 の七言の第6言 は英訳'ltISfinished,で あ る。

英米 のCommentaryの 其通 した解釈 は ミ完成 したミ と言 ふ ことで ある。

お そ らく,病 床 でルーFヴ イ ッヒ ・ベー トー ヴェ ンが最 後 に残 した言葉 の意味 は

ミ神 の与 えた もうた余 の人生 は
,数 多 くの苦難 にもかかわ らず,御 憐み と御慈 しみ によ

り最 後の聖 ざん式 を受 け る事 が許 され,実 に幸 いな人生 の フィナー レを感謝 を も って終

るミ

であ った と彼 のラテ ン語 に彼 の霊の遍歴,即 ち信仰歴 を加算 し私訳 をあえて発表す る次第

であ る。
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